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Awards / Human Resources 受賞・人事

2023.07
2023 年 7月5日（水）～7日（金）に名古屋国際会議場で開かれた第 23 回日本蛋白質科学会年会で有田班の菊
地杏美香さんがポスター賞を受賞されました。

2023.09
2023 年 9月6日（水）～8日（金）にくまもと県民交流館パレアで開かれた日本遺伝学会 第 95回大会で石黒班の
島田龍輝さんがBest Papers 賞を受賞されました。受賞演題は「メス特異的な減数分裂と細胞周期制御機構」です。

受 賞
若手の

受 賞
若手の

2023.12
2023 年 12月6日（水）～8日（金）に神戸ポートアイランドで開かれた第 46 回分子生物学会年会で有田班の敷
町怜愛さん（大学院生）がMBSJ2023サイエンスピッチ優秀発表賞を受賞されました。受賞演題は、「異なるデザ
インのヌクレオソームに対するUHRF1の相互作用様式の検証」です。

2023.12
2023 年 12月6日（水）～8日（金）に神戸ポートアイランドで開かれた第 46 回分子生物学会年会で鐘巻班の
Moutushi Islamさん（大学院生）さんが EMBO Poster Clinic 賞を受賞されました。受賞演題は、「Targeted 
protein degradation with a single-chain antibody-based AID2 system」です。

受 賞
若手の

受 賞
若手の

2024.01
2024 年 1月29（月）～31日（水）に小田原で開かれた第 41 回染色体ワークショップ・第 22 回核ダイナミクス
研究会で分子細胞工学研究室のD4 鳩山雄基さんが学生優秀ポスター発表賞を受賞されました。

受 賞
若手の
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2020-24 年度 科研費学術変革領域研究（A）
マルチファセット･プロテインズ：拡大し変容するタンパク質の世界
領域番号：20A304　　略称：多面的蛋白質世界 2023.03

https://trais.co.jp/kaken/

研究班の広報アイテム事例満載！！お役立ち間違いなしのWebサイトはこちら。
詳しくは裏表紙へ！!

トライス　学術変革

トライス　学術変革

ポスターやニュースレター、ロゴマークなど、今までに制作させていただいたたくさんの事例をご紹介。
ご依頼から納品までのスケジュールや概ねの費用もご案内しています。

こ、こんなに
たくさんの
事例が？！

本        社
京都営業所

NEWS

広報活動に必要なホームページ・ニュースレター・ポスターなど様々
なツールをワンストップで提供いたします。

研究班の広報コンシェルジュを目指しています。

担当の皆様のお役に立てるＷｅｂサイトです。
学術変革・新学術の広報アイテム事例が満載！



デザイン制作から、運用、サーバー契約など、必要サービスを一社完結でご提供。
コストに応じた提案をいたします。

「時間タンパク質学：多様な「時」を生み出す
タンパク質マシーナリー」
略称：時間タンパク質学　領域番号：24A304
https://chronoproteinology.org/
※先行班サイトを合わせて紹介
　（学術変革Bの2つの班が統合され学術変革Aで再採択）
http://parametric-translation.pharm.kyoto-u.ac.jp/
https://chronoproteinology.org/b/

「細胞内共生オルガネラのゲノム制御：
技術革新から生命現象の理解と応用へ」
略称：細胞質ゲノム制御　領域番号：24A301
https://www.agr.kyushu-u.ac.jp/
cytoplasmicgenomeregulation/

「動的コネクトームに基づく
脳機能創発機構の解明」
略称：動的脳機能創発　領域番号：24A305
https://plaza.umin.ac.jp/dynamic-brain/

サイトのデザインからコーディング、
面倒な更新業務までまとめておまかせください。

Webサイト

学術変革領域研究(A)
令和7年度～令和11年度 令和6年度～令和10年度

「1000テスラ超強磁場による
化学的カタストロフィー ：
非摂動磁場による化学結合の科学」
略称：1000テスラ科学　領域番号：23A201
https://1000tesla.issp.u-tokyo.ac.jp/

「日本列島域における先史人類史の
統合生物考古学的研究
ー令和の考古学改新ー」
略称：統合生物考古学　領域番号：23A102
https://i-bioarchaeology.org/

「天然物が織り成す化合物潜在空間が拓く
生物活性分子デザイン」
略称：潜在空間分子設計　領域番号：23A204
https://latent.chemical.space/

令和5年度～令和9年度

「機動性DNAエレメントと
宿主がおりなす生物多様性創出：
宿主対応と継世代伝播」

「マルチスケールミューオン
イメージングで「視る」：兆候から解明へ」
略称：MSMI　領域番号：25A205
https://msmi.jp/
※先行班サイトを合わせて紹介
　（学術変革Bから学術変革Aで再採択）
https://msmi.jp/old/

略称：機動性ゲノム　領域番号：25A301
https://mobilegenome.k.u-tokyo.ac.jp/



個別発送対応
封筒・便せん等の制作から宛名ラベル作成、発送手配まで対応するワンストップサービス。

ご注文 デザイン 印　刷 宛名ラベル印字 封　入 発　送

「封筒製作、封入発送と工程ごとに異なる会社で行うと管理や調整が大変」などのお悩みにお答えし、
担当様のご負担が大幅に軽減します。

学術変革領域研究(B)

令和6年度～令和8年度

「膜透過学：膜モジュレータ分子が拓く
核酸医薬の細胞膜透過の実証と理解」
略称：膜モジュレータ　領域番号：24B206
https://membrane-modulator.org/

「柔と剛の不均質構造が拓く
超越材料設計学」
略称：超越材料　領域番号：24B207
https://chouetsuzairyou.jp/

令和5年度～令和7年度

「メタアグリゲートの
超分子挙動と動的キャプチャー」
略称：メタアグリゲート　領域番号：23B304
https://www.metaaggregate.kais.kyoto-u.ac.jp/

「多細胞生物の柔軟な形態を支える
スピングラス的発生システム」
略称：植物スピングラス　領域番号：24B301
https://www.nibb.ac.jp/plantspgla/

「天然物生物学：植物二次代謝産物が
有する生物学的意義の体系化」
略称：天然物生物学　領域番号：24B306
https://naturalproductsbiology.org/

Poster

Report

Newsletter

「特化代謝産物生合成における
生合成反応・物質生産制御機構の
包括的理解と応用」
略称：特化メタボロン　領域番号：25B301
https://sp-metabolon.elsi.jp/

令和7年度～令和9年度

研究成果報告書

ニュースレター 研究班の活動を、他の研究者の方々に理解してもらうための強力なツール「ニュースレター」。
単なる報告書ではなく、読み物としてのレイアウトを提案します。

ポスターデザイン シンポジウム・セミナー等の告知ポスター。テーマをイメージさせ、目を引くデザインを提案します。
デザインから印刷、発送までワンストップにておまかせください。

研究班の集大成である成果報告書は、Webサイトやニュースレター、ポスターと連動したデザインを
表紙に、中面は読みやすいレイアウトをご提案。本文の用紙にこだわるのも良いですね。
ニュースレターでの連載コンテンツをまとめて掲載してはいかがでしょうか。

国際シンポジウム
「攪乱RNA学創成班」

国際シンポジウム
「生体秩序力学班」

キックオフミーティング
「セルコミュニティ班」

国際シンポジウム
「温度生物学班」

「グリアデコーディング：脳-身体連関を規定するグリア情報の読み出しと理解」
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Deciphering information critical for brain-body interactions
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Awards / Human Resources 受賞・人事

2023.07
2023 年 7月5日（水）～7日（金）に名古屋国際会議場で開かれた第 23 回日本蛋白質科学会年会で有田班の菊
地杏美香さんがポスター賞を受賞されました。

2023.09
2023 年 9月6日（水）～8日（金）にくまもと県民交流館パレアで開かれた日本遺伝学会 第 95回大会で石黒班の
島田龍輝さんがBest Papers 賞を受賞されました。受賞演題は「メス特異的な減数分裂と細胞周期制御機構」です。

受 賞
若手の

受 賞
若手の

2023.12
2023 年 12月6日（水）～8日（金）に神戸ポートアイランドで開かれた第 46 回分子生物学会年会で有田班の敷
町怜愛さん（大学院生）がMBSJ2023サイエンスピッチ優秀発表賞を受賞されました。受賞演題は、「異なるデザ
インのヌクレオソームに対するUHRF1の相互作用様式の検証」です。

2023.12
2023 年 12月6日（水）～8日（金）に神戸ポートアイランドで開かれた第 46 回分子生物学会年会で鐘巻班の
Moutushi Islamさん（大学院生）さんが EMBO Poster Clinic 賞を受賞されました。受賞演題は、「Targeted 
protein degradation with a single-chain antibody-based AID2 system」です。

受 賞
若手の

受 賞
若手の

2024.01
2024 年 1月29（月）～31日（水）に小田原で開かれた第 41 回染色体ワークショップ・第 22 回核ダイナミクス
研究会で分子細胞工学研究室のD4 鳩山雄基さんが学生優秀ポスター発表賞を受賞されました。

受 賞
若手の
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●領域代表ご挨拶

「グリアデコーディング：脳-身体連関を規定する
グリア情報の読み出しと理解」5年目を振り返って
　令和2年度に発足した文部科学省学術変革領域研究（A）『グリアデコーディング：脳-身体連関を規定する

グリア情報の読み出しと理解』は令和６年度で終了となります。この研究班では、グリアによって調節される脳

と生体内環境の相互作用を解明することを目的として、先端的なグリア研究を推進する研究者に、さらに免疫

学、腫瘍学、シグナル伝達など様々な分野で活躍する研究者も加わった研究グループを形成することができま

した。公募班にも多くの若手研究者が参加し、５年間での彼らの成長も実感しているところです。最終年度に

これまでの研究のハイライトと、参加してくれた若手研究者の感想を残しておきたいと考えて、このニュースレ

ター特別号を作成しました。取り上げた研究ハイライトの中には若手が主体となり新しい発想の基に行った研

究や、従来のグリア研究の枠を超えるものなども含まれており、この研究領域が５年間で更に拡大したことを示

しています。また若手研究者にお願いして行った対談の記録を読んでいただければ、若手の活発な活動とそ

の中から生まれた新鮮なアイディアについて皆さんにも実感いただけることと思います。

　「グリアデコーディング」の研究班は終了しますが、このグループが５年間で育んできた仲間意識と活発な研

究交流は今後も継続し、将来の研究成果へとつながっていくことと思います。これまで本領域をご理解いただ

き、ご支持いただいた皆様に改めてお礼申し上げます。
令和７年３月吉日

Greetings From Territory's Representative

Shigeo Okabe
岡部 繁男

グリアデコーディング：脳一身体連関を規定するグリア情報の読み出しと理解

c o n t e n t s

●研究組織

・・・01

・・・03

・・・10

・・・17
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『グリアデコーディング：脳-身体連関を規定するグリア情報の読み出しと理解』
領域代表　岡部繁男

●【公募班】
A01 那須 雄介 東京大学　　　　　大学院理学系研究科（理学部）神経グリア間代謝相互作用を解明する乳酸光制御ツールの開発

新明 洋平 金沢大学　　　　　医学系 複雑化した脳におけるアストロサイトのデコーディング
福田 敦夫 浜松医科大学　　　医学部 ＧＡＢＡシナプス機能へのアストロサイトの能動的関与とその破綻：時空間的動態と病態
遠藤 史人 名古屋大学　　　　環境医学研究所 マルチオミクス解析による神経炎症を標的としたアルツハイマー病の治療法の開発
中嶋 秀行 九州大学　　　　　医学研究院 アストロサイト－ニューロン相互連関デコーディングによる発達障害の発症機序解明
合田 裕紀子 沖縄科学技術大学院大学 シナプス生物学ユニット シナプス入力を統合するアストロサイト構造基盤のデコーディング
長井 淳 理化学研究所　　　脳神経科学研究センター 学習別アストロサイト活動の全脳デコーディング
七田 崇 東京科学大学　　　難治疾患研究所 脳梗塞後の修復維持のためのグリアデコード
宮下 知之 東京都医学総合研究所 脳・神経科学研究分野 ほ乳類のアストロサイトにおけるグルタミン酸エクソサイトーシスの探索
平岡 優一 東京大学　　　　　医学系研究科 アストロサイト脳領域間多様性のメカニズムをカルシウム応答から理解する

A02 服部 祐季 名古屋大学　　　　医学系研究科 ミクログリア多様性の理解に向けた脳移入プロセスの時空間情報の解読
小西 博之 山口大学　　　　　大学院医学系研究科 グリアとリンパ管のインターラクションによる脳病態制御
中尾 章人 京都大学　　　　　工学研究科 アストロサイトによる脳内酸素センシング機構

A03 尾崎 遼 筑波大学　　　　　医学医療系 グリアブラストによる機能未知グリア細胞の機能予測
ラザルス ミハエル 筑波大学　　　　　国際統合睡眠医科学研究機構 Gliosomnia and immunity: decoding brain-immune interactions in sleep
稲生 大輔 大阪大学　　　　　大学院医学系研究科 アストロサイトによる脳内幸せシグナルのデコーディング機構
藤田 幸 島根大学　　　　　学術研究院医学・看護学系 ミクログリアの機能操作による脳－身体連関機構の解析
牧之段 学 藤田医科大学　　　精神・神経病態解明センター 脳内外をつなぐ髄膜および脳血管周囲腔マクロファージの役割解明

●【総括班】
岡部 繁男 東京大学　　 大学院医学系研究科 領域代表，企画実行WG
小泉 修一 山梨大学　　 大学院総合研究部医学域 企画実行WG
石井 優 大阪大学　　 大学院医学系研究科 企画実行WG
和氣 弘明 名古屋大学　 大学院医学系研究科 広報・シンポジウムWG（ホームページ，ニュースレター）
津田 誠 九州大学　　 大学院薬学研究院 広報・シンポジウムWG（ホームページ，ニュースレター）
田中 謙二 慶應義塾大学 医学部 ワンストップサービスWG，YoungGlia
小山 隆太 国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 ワンストップサービスWG，YoungGlia
星野 歩子 東京大学　　 先端科学技術研究センター 技術支援WG
史 蕭逸 筑波大学　　 国際統合睡眠医科学研究機構 技術支援WG
松田 道行 京都大学　　 大学院生命科学研究科 技術支援WG

●【計画班】
A01 岡部 繁男 東京大学　　 大学院医学系研究科 グリア・神経ネットワークの統合デコーディング

田中 謙二 慶應義塾大学 医学部 グリア・神経ネットワークの統合による脳内エネルギー代謝機構
小山 隆太 国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 ミクログリアの時間依存性構造変化のデコーディングと生体機能への介入
松田 道行 京都大学　　 大学院医学研究科 グリア細胞間情報伝達の可視化

A02 和氣 弘明 名古屋大学　 大学院医学系研究科 全身臓器の生理的・病理的免疫状態遷移の脳による検出機構
津田 誠 九州大学　　 大学院薬学研究院 グリア多様性を軸にした介入法による感覚など全身機能の変容
石井 優 大阪大学　　 大学院医学系研究科 末梢神経による免疫・炎症システムの時空間的制御機構の解明

A03 小泉 修一 山梨大学　　 大学院総合研究部医学域 ミクログリアデコーディングによる全身監視・制御システムの解明
史 蕭逸 筑波大学　　 国際統合睡眠医科学研究機構 全脳全細胞イメージングによる睡眠覚醒サイクルに伴うグリア機能の可視化
星野 歩子 東京大学　　 先端科学技術研究センター エクソソームを介した脳－臓器コミュニケーション

Supplement
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キャリアアップに
グリアデコがどう貢献したか

和氣： 今日は、この5年間の中で特にキャリアアップされて
いった若手の先生方をお呼びしました。みなさんがどのよう

にキャリアアップしていったのか、そこにこの学術変革領域

がどのように関われたのか。そんな話から始めてみたいと思

います。

長井： グリアデコーディングという研究領域は、私にとって
研究対象のど真ん中でしたので参加できて本当によかった

です。研究室を立ち上げて１年も経っていない時期に仲間

に入れてもらいましたが、岡部先生も研究班のみなさんも、

何でもありの雰囲気を作ってくださっていたので、すぐに馴

染み、活発な活動をすることができました。全国のいろいろ

な場所にも行きましたし、メンバー同士の交流も盛んでした

よね。今回で最後というのはとても寂しいです。

星野： 私はエクソソームを媒体とした脳と身体のコミュニ
ケーションを解明したくて、この分野に飛び込みました。も

ともとがんをターゲットにした研究をしていたので、脳に関

しては知らないことも多かったのですが、このグリアデコに

入れてもらったおかげで、たくさんの人からアドバイスやサ

ポートをいただき、実験も自信をもって行うことができまし

た。精神的に大きな支えになりましたし、資金的にもグリア

デコの存在が心強かったです。この班から生まれた共同研

究によって、次の資金を確保することもできました。

服部：私は2021年から公募班で加わりましたが、それまで
は周りにグリアを研究している人があまりいなくて、正直孤

独を感じていました。グリアデコに参加することで、ネット

ワークも視野も広がりました。さまざまなライフステージや

キャリアの方がいて、最先端のツールを使った新しい技術が

次々開発されていく環境に身を置くことで、自分の中に新し

い風が巻き起こりました。分野のトップで活躍されている研

究者や同世代の若手の方たちと交流できたことで、モチ

ベーションも上がりました。どの方も本当に心からサイエン

スを楽しんでいて、素晴らしい業績を挙げられていて、ご自

身の経験を生き生きと話されますよね。この領域に入らせて

もらって４年間ですが、本当にいい機会をいただいたと思っ

ています。 

和氣：この班はみんな仲がいいですよね。計画班がまず仲
がいいですし。

服部：それは私も感じました。年齢も関係なくいろいろ話し
合えることは、サイエンスをやっていくうえでとても大事だ

と思います。

岡部：この会を始めるときに若い人が活動しやすい班を作り
たいと思っていました。そのためにも、なるべく異なるバッ

クグラウンドの人たちを組み合わせて、そういった人たちが

お互いにフランクに話ができるような環境の構築を目指しま

した。この研究班は、そういったスタンスを共有できる方々

が集まってくれたと思います。

研究だけでない
人と人とのつながりも育む

長井：雑談は大事ですよね。2023年の山梨の班会議でみ
んなで飲んだのは楽しかったです。全員が自分のキャンパス

から遠い場所だったので、２泊か３泊くらい滞在して、合宿

みたいでした。

岡部：夜遅くまで歓談が続きましたね。
長井：朝になったらクワガタを捕まえに行く人もいました。そ
ういうことが許されるこの研究班の雰囲気はとてもよいです

ね。大先輩の先生方が研究分野の歴史的な経緯を語ってくれ

たりして。そういった話は、なかなか他では聞けませんよね。

小山：学生さんにとっても他の研究室のPIの話を聞く機会
は貴重で、よい経験になったと思います。

岡部：人と人のつながりは研究者の活動を助けます。グリア
デコではメンバーが他の研究室を訪問してそこで学ぶため

の資金も支援しました。

服部：研究室訪問の助成制度はとてもありがたかったです。
何度も活用させてもらいました。小山先生のところにも訪問

し、いろいろな技術についてとても丁寧に指導していただき

ました。 

小山：研究室訪問は来てもらう方にもメリットがありました。

うちの学生さんが服部さんと話して「そういう考え方がある

のか」と刺激を受けていました。他のPIは私の知らないこ

とを知っていますから、研究室を越えて交流が生まれるのは

非常によかったです。

多様なライフステージへの
柔軟なサポート

星野：研究者のサポートに関しては、子育て支援にも力を入

れました。学会などで託児所を設けることはありますが、育

児サポートの選択肢はたいていそれひとつですよね。グリア

デコの班会議ではあらかじめ支援内容を決めて用意するの

ではなく、どういうサポートが必要なのかを尋ねるようにし

ていました。サポートを利用してくれた方に驚かれることが

多かったですね。

「メタアグリゲートの超
分子挙動と動的キャプ
チャー」

「生物を陵駕する無細
胞分子システムのボト
ムアップ構築学」

「多様かつ堅牢な細胞
形質を支える非ゲノム
情報複製機構」

「1000テスラ超強磁場
による化学的カタスト
ロフィー：非摂動磁場に
よる化学結合の科学」

「タンパク質寿命が制
御するシン・バイオロ
ジー」

「核酸構造による生物
種を超えた多元応答ゲ
ノムの機構の解明」

梱包資材の手配も代行可能



お手伝いをさせていただいた研究班様 （一部）

極限宇宙の物理法則を創る－量子情報で拓く時空と物質の新しいパラダイム
超温度場材料創成学：巨大ポテンシャル勾配による原子配列制御が拓くネオ3Dプリント
生物を陵駕する無細胞分子システムのボトムアップ構築学
神経回路センサスに基づく適応機能の構築と遷移バイオメカニズム
競合的コミュニケーションから迫る多細胞生命システムの自律性
素粒子現象から巨大構造物までを透視するマルチスケールミューオンイメージングの創成
革新的ナノテクノロジーによる脳分子探査
ヘテロ群知能：多様な細胞の集団動態から切り拓く群知能システムの革新的設計論
核酸構造による生物種を超えた多元応答ゲノムの機構の解明
時間タンパク質学：時を生み出すタンパク質特性
メガダルトン生命機能深化ダイナミクス

21A201
21A202
21A205
21A301
21A305
21B203
21B204
21B207
21B208
21B303
21B308

令和３年度（2021年）発足

生体反応の集積・予知・創出を基盤としたシステム生物合成科学
量子もつれ光子対による原子核－多分子間相互作用プローブを活用した診断治療学の創生
筋肉トランススケール熱シグナリング
間質リテラシー：間質の細胞多様性に基づく疾患メカニズムの統合的理解
性染色体サイクル：性染色体の入れ替わりを基軸として解明する性の消滅回避機構
骨イメージングではじめる動的多細胞コミュニティ学
動的溶液環境が制御する生体内自己凝縮過程の統合的理解

22A203
22B202
22B209
22B302
22B304
22B307
22B308

令和４年度（2022年）発足

23A102
23A201
23A204
23A301
23B304

日本列島域における先史人類史の統合生物考古学的研究－令和の考古学改新－
1000テスラ超強磁場による化学的カタストロフィー ：非摂動磁場による化学結合の科学
天然物が織り成す化合物潜在空間が拓く生物活性分子デザイン
タンパク質寿命が制御するシン・バイオロジー
メタアグリゲートの超分子挙動と動的キャプチャー

令和５年度（2023年）発足

24A301
24A304
24A305
24B206
24B207
24B301
24B306

細胞内共生オルガネラのゲノム制御：技術革新から生命現象の理解と応用へ
時間タンパク質学：多様な「時」を生み出すタンパク質マシーナリー
動的コネクトームに基づく脳機能創発機構の解明
膜透過学：膜モジュレータ分子が拓く核酸医薬の細胞膜透過の実証と理解
柔と剛の不均質構造が拓く超越材料設計学
多細胞生物の柔軟な形態を支えるスピングラス的発生システム
天然物生物学：植物二次代謝産物が有する生物学的意義の体系化

令和６年度（2024年）発足

25A205
25A301
25A302
25B207
25B301

マルチスケールミューオンイメージングで「視る」：兆候から解明へ
機動性DNAエレメントと宿主がおりなす生物多様性創出：宿主対応と継世代伝播
攪乱RNA：RNAによる生命システムの攪乱とその適応機構の統合的理解
バクテリアUX:あらゆる細菌の遺伝子組換えを可能とするユニバーサル形質転換
特化代謝産物生合成における生合成反応・物質生産制御機構の包括的理解と応用

令和７年度（2025年）発足

超秩序構造が創造する物性科学
グリアデコーディング：脳-身体連関を規定するグリア情報の読み出しと理解
マルチファセット･プロテインズ：拡大し変容するタンパク質の世界
中近世における宗教運動とメディア・世界認識・社会統合：歴史研究の総合的アプローチ
DNA気候学実現への挑戦的マネジメント
翻訳速度調節翻訳速度調節機構を基盤としたパラメトリック生物学の創成
シナジー創薬学：情報・物質・生命の協奏による化合物相乗効果の統合理解と設計

20A206
20A301
20A304
20B103
20B202
20B307
20B402

令和2年度（2020年）発足

ケモテクノロジーが拓くユビキチンニューフロンティア8001
令和元年度（2019年）発足

マルチスケール精神病態の構成的理解
多様かつ堅牢な細胞形質を支える非ゲノム情報複製機構

7001
7103

平成30年度（2018年）発足

分子夾雑の生命化学
代謝アダプテーションのトランスオミクス解析
植物の生命力を支える多能性幹細胞の基盤原理
細胞機能を司るオルガネラ・ゾーンの解読
予防を科学する炎症細胞社会学

2904
3901
3903
3904
4901

平成29年度（2017年）発足

スクラップ＆ビルドによる脳機能の動的制御
多様な「個性」を創発する脳システムの統合的理解

3802
4802

平成28年度（2016年）発足

J-Physics：多極子伝導系の物理
温度を基軸とした生命現象の統合的理解
生物の3D形態を構築するロジック
頭脳循環プログラム エピゲノム情報制御機構の解明と臨床応用

2704
3702
3705

平成27年度（2015年）発足

細胞競合：細胞社会を支える適者生存システム
新生鎖の生物学

3605
3607

平成26年度（2014年）発足

免疫四次元空間ダイナミクス
ユビキチンネオバイオロジー：拡大するタンパク質制御システム
マイクロエンドフェノタイプによる精神病態学の創出
高精細アプローチで迫る転写サイクル機構の統一的理解

3401
3402
3406
3408

平成24年度（2012年）発足

動く細胞と場のクロストークによる秩序の生成
メゾスコピック神経回路から探る脳の情報処理基盤

3202
3206

平成22年度（2010年）発足

タンパク質の社会～機能発現と秩序維持～
植物メリステムと器官の発生を支える情報統御系

526
528

平成19年度（2007年）発足

ゲノムを支える非コードDNA領域の機能3305
平成23年度（2011年）発足

神経系の動作原理を明らかにするためのシステム分子行動学3004
平成20年度（2008年）発足

多様性から明らかにする記憶ダイナミズムの共通原理3505
平成25年度（2013年）発足

森里海連関学 ホームページ用イラスト 研究発表スライド用ポンチ絵

科研費研究班ホームページ用イラスト 学術誌カバーアート

プレスリリース用イラスト

Logomark

Illustration

ロゴマーク ロゴマークを制作することは、昔で言うところの「旗印」となり、研究班の一体感を高めます。

ポンチ絵・イラスト わかりやすいポンチ絵で、複雑・難解な研究内容を領域外の方々にも伝わりやすくなります。
組織図やタイムスケジュールなどのインフォグラフィックスの作成も可能です。
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